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写真の北はりまのサテライトはどこでしょう？

※ サテライトとは
北はりま田園空間博物館に

登録されている見どころです
まるごとガイドやホームページに

200 あまり紹介されています

発行：

【記入要項】答え、氏名、所在地市町名、連絡先（☎又はメールアドレス）、広報紙にゅーすでんくうへのご意見・ご感想

【応募資格】でんくう総合案内所まで当選賞品を1ヶ月以内に受取りに来館いただける方（代理可）

【締 切 り】９/２０日必着。発表は当選者へ直接連絡します。

【応募方法】　①ハガキ②メールまたは③直接でんくう総合案内所へ 。案内カウンターに応募用紙があります。

【応募先】　①〒677-0022 西脇市寺内 517-1　北はりま田園空間博物館　にゅーすでんくうクイズ係

　　　　　　　②メール：q u i z @ k - d e n k u . c o m

　　　★８月号のクイズの答えは３P を見てね！

◆クイズに応募しよう！

で　　　　ん　　　　く　　　　う

　

 どこのサテライト？クイズ

答えと必要事項を明記して、ご応募ください。正解者の中から 55人に、
ペア入館券をプレゼント！

応募してプレゼントを応募してプレゼントを
　　当てよう！　　当てよう！

日本のへそ

から宇宙を望む､と

いうユニークな発想が形に

なった､この特徴ある建物。

プラネタリウムがある半球状の建物は

地球を､科学や宇宙の不思議さを学ぶ展示が並

ぶ三日月状の本館は月を､それぞれイメージした。隣

接する西脇市岡之山美術館と並んで西脇市の個性的な観光

名所となっている。



2013年

  8 月　　　　
こんなこと やりました！  でんくうの活動

対外活動
スケジュール
対外活動
スケジュール

  9月 23日　韓国ソウル市観光農漁村公社 より視察

　　　雨が心配だったけど・・  　　
25日　　バスツアーひと足早いサツマイモ掘り体験と北はりまの自然の恵みを味わう旅　51名（明石発･三宮発のバス2台）

　　　楽しいおもちゃが手づくりで！
3日・24日　体験教室　夏休みの工作教室　7＋15名

　　やっぱりカブトムシと
　　　　迷路が人気！　
4～11日　体験型展示「わくわく体験」　
　　　　　　　　大人326人こども282人計608人入場

　前日から降り続いた雨の
ため、ひと足早いサツマイ
モ掘り体験は中止に。残念
ながら畑の見学のみとなっ
たが、近くの山からの谷水
を利用し、豊かな自然の中
で育てられたことに皆さん
興味津々。掘る予定だった

サツマイモは紅あずま。育てられた環境を知ることでより食べ
るのが楽しみになったのではないか。土産用に地元スタッフの
掘った芋３ｋｇを受け取りバスへ。
　一行は、代わりに追加された杉原紙研究所の見学。奈良時代
から続く伝統の紙漉きは手間がかかるがシンプルな工程。隣接
の寿岳文庫を見たり杉原和紙販所でんでんで買い物をする人も。
　昼食はラベンダーパーク多可の癒しの森弁当。地元産のコシ
ヒカリと季節の野菜を使用した煮しめなど、こだわりの弁当と
具だくさんのお味噌汁。準備をしてもらった地元婦人たちとの
会話も楽しんだ。
　昼食後バスに乗り込み、ジェラテリア「ふれっしゅあぐり館」

　3 日：親子連れも少なく参加が少なめ。見本を何点か用意し
てそこから選んでもらう形で作ってもらった。ストローで竹と
んぼ、ペットボトルで貯金箱など、子どもたちは工作が完成し
て満足していた様子。
　24 日：雨のためテントは張らず体験学習室で開催。夏休みの
宿題用の貯金箱や、折り紙で作る複雑な箱、ペットボトルで作
るけん玉などが人気。室内だったため、みんな集中して凝った

ものを作っていた。早く終
わった子は紙とんぼや輪ゴ
ムかえるを作ったり、スタッ
フはずっと忙しかったよう。
一回見ただけで折り紙の箱
を作る５歳の子がいてス
タッフ一同びっくりという
こともあった。

　今回初めての取組みで、準備する
スタッフもわくわくドキドキ。生き
物を飼うことになれているスタッフ
でも、夜にエアコンが止まることや、
多くの人に見られたり触られたりす
る環境で､元気でいてくれるか、心
配の様子。　

　解説など準備不足は心残りだったが､スタッフの心配もよそに
1歩入った人はニッコリ。こわごわ触ってみたり､覗き込んだり。
「こんなんがないかなぁ～と思ってた、うれしいわ！」
　触れる生き物はカブトムシ、ザリガニ、サワガニ、クサガメ、
ショウリョウバッタ。水槽にはヌマエビ、プラナリア、イモリ、

メダカ、オタマジャクシ、カナヘビ、
トカゲ、ハンミョウなど。実物の夏
の七草や、植物の写真･自然カレン
ダーの展示も。小さめの迷路、、子
どもたちはうれしいようで､何度も
挑戦していた。 

へ立ち寄り、バニラ･抹茶味な
どのカップアイスを受け取り､
バスの中でしばしの食後のデ
ザートタイム。
　雨もやみ、日がさす中、日本
棚田百選のひとつ岩座神の棚田
へ。岩座神の棚田は石垣に特徴
があり、昔から続く人々の知恵
や工夫によって守られてきた。稲穂が色づき始めた美しい田園
風景の中を楽しみながら歩く。中には良い運動になった方もい
たよう。
　最後は、平成の名水百選に選ばれている新松か井の水公園へ。

弱アルカリ性の水で、遠方からも
水汲みに来る方がいる人気のス
ポット。周辺を散策したり、水を
飲んだりしツアーを締めくくった。
サツマイモ掘り以外雨の影響はな
く､思いの外順調に進み、参加者も
満足し帰路についた。



8月号 『どこのサテライト？クイズ』 の答え
　水路の中で涼しげに揺れる水生植物

多可町加美区大袋

でんくう各部からのお知らせ

★クイズ正解者へのプレゼントは  …北はりまの特産品セット【2,000円相当】でした。

梅花藻
ば  い  か  も

花が咲き､その後こんな小さな実をつける

花は水中から茎を伸ばし咲く

水路一面に繁殖する梅花藻
杉原川の源流から 8km、水は冷たい

ひとつひとつはとてもか細い茎と葉、花

おおぶくろ /おいぶくろ

これには興味深い
話が伝わる

【総務部】
･9/2（月）8時～ 9時頃まで､でんくうまつりに向け
周辺の草刈りを行います。協力よろしく！
･サテライトの名称変更　黒田城城祉→
【黒田官兵衛生誕の地】
秀吉の軍師、黒田官兵衛は西脇市黒田庄町の生まれ

【広報部】
・9月の情報コーナーショーケース展示は北はりま旬菜館です。

【地域交流部】
･10/27（日）10 時 30 分～ 13 時 30 分、体験教室「そば
打ち体験」を行います。昼食とそば 2 人前＋だしのお
土産付きで 1,500 円。一般受付開始は 10/1 からです。
･サテライトフォトコンテストの作品受付を 26 年 4
月から開始。今から北はりまの魅力をカメラに納めて
みませんか。

【都市交流部】
･10/25（金）10 時～サテライト訪問 Special として「丸
山公園散策と法話･座禅体験とミニコンサート」を西

脇市黒田庄町喜多の丸山公園と福聚寺で行います。参
加費は昼食代含み 800 円､黒豆枝豆のお土産付き。
･散歩道「山口茂吉の里を訪ねて」は 11/2（土）10 時で
んくう集合⇒加美区清水（ここから歩き）→西宮神社
→奥山地蔵→山口茂吉歌碑→慈眼寺→日光寺文珠堂
⇒バスに乗車･でんくう。参加費は 500 円。
･バスツアー「紅葉の古刹と官兵衛まつり＆三木合戦
図絵解き」は 11/17（日）8時三宮発⇒西神中央⇒道の
駅みき⇒でんくう⇒西脇市黒田庄町黒田で官兵衛ま
つりの様子を見学、荘厳寺の紅葉散策、（昼食は特製弁
当）⇒三木文化会館⇒帰路、参加費は 3,200 円。一般受
付は 9/15（日）から。

【特産品部】
･道の駅パートスタッフ急募レジ担当と､店舗担当各 1
名です。詳細は事務局またはHPをご覧下さい。
･でんくう特産品販売コーナーの東側約 7 ㎡に必要な
調理設備を設置したスナックコーナー（出店）を、西脇
市･多可町在住の団体やグループに貸し出しします。
営業開始は来年 1 月から。これに応募される方は詳細
を事務局へお問い合わせください。

みちよし

　でんくうの設立当初から活躍されている足立充寶さん ( 大袋 )
の案内で､杉原川の東の水路を見学。水路は源流に近い杉原川から
田んぼへと大袋集落を流れる。水温 15 度前後を好む梅花藻は、手
をつけて｢冷たい」と感激するここの環境では繁殖力旺盛。しかし
化学物質を含む排水には弱く､いつの間にか消えてしまったとこ
ろも多い。加古川の源流のひとつである加美区では「綺麗な水を下
流に」と、早くから合成洗剤をやめ石けんを使う活動をしたり、浄
化槽設置を進めた。そんな地域だからこそ､保全活動も続き、梅花
藻の生息する水路が維持できている。
　足立さんは水路からひとつかみ梅花藻を取り「これが梅花藻の
実、1枚の葉が細かく裂け、糸状になっている･･」と梅花藻の生態
にも詳しい。見ただけではわからないことを色々と教えていただ
きあっと言う間の 1時間。暑い時期に大変お世話になった。
　9月でも花はまだ咲いてるので､ぜひ一度ご覧を。

梅の花に似ているから梅花藻と名付けられた



NPO法人北はりま田園空間博物館は 道の駅 北はりまエコミュージアムの
収益と、西脇市･多可町の支援を頂き活動しています。

特定非営利活動法人 〒677-0022　兵庫県西脇市寺内517-1
北はりま田園空間博物館 (でんくう )総合案内所
　(道の駅 北はりまエコミュージアム）

9月のでんくう自主企画9月のでんくう自主企画 ★お問合せ・お申込みは でんくう総合案内所まで

季刊紙 秋の見てみてガイド＆イベントカレンダー9月に掲載以外の情報です。
詳細・最新情報はでんくうホームページのイベントカレンダーをご覧ください。

日(曜日)　開始時間　　　　イベント名　　　　　　　開催場所　　　　内容　　　◆問合せ先℡ 市外局番は 0795 (問合せ先が開催地と違う場合の名前）

9月の サテライト イベント ＆ 地域情報　

2013年

で　　　ん　　　く　　　う

　◆9時～ 19時　年末年始以外無休
　TEL　0795-25-2370　　　FAX　0795-22-2123
　URL　http://www.k-denku.com
　E-mail　jk@k-denku.com

26（木）    行ってみいへん食べてみいへん　　　   播州織で小物作り＆本格派イタリア料理ランチ　　
①播州織パッチワークキルト (西脇市上野228ウエストヒルズ１F）
　　10時30分～12時　パッチワークで小物を作ります　800円
②トラットリア オンベリーコ（西脇市上戸田166-1）
　　12時15分～13時30分　ランチ：オンベリーコセット1500円
＊①､②のみの参加も可　①の参加者は裁縫道具持参

29（日）   バスツアー　　　　　　燻製づくりとアート＆クラフト風の谷イベント
行程：8時三宮発→西神中央→道の駅みき→でんくう
⇒西脇市日本のへそ日時計の丘公園オートキャンプ場で燻製づくり(ベーコン・
合鴨の2品）昼食：黒っこマザーズ特製弁当　その後同時開催中の
アート＆クラフト風の谷イベントを楽しみます→帰路17時30分帰着予定
参加費：ひとり4,900円　燻製（ベーコン・合鴨の2品）持ち帰り

　

1（日）10時～　小林明美似顔絵展＆浅田秀之「家族の絆」写真展～16(月)　西脇市西脇 旧来住家住宅　月曜休館　◆23-9119西脇TMO
1（日）14時～　ガーデンライブ　マキバンド 　西脇市黒田庄町 フォルクスガーデン“Na-sya" 　無料　◆28-5120　
3（火）10時～　 ワンコイン名作ミュージカル　～ごんぎつね～　多可町中区 ベルディーホール 　500円　◆32-1300　
7（土）19時～　 講談―比也野里はこうして生まれた―　西脇市鹿野町 鹿野公民館　500円　講談師 :旭堂南海さん　◆24-0120こみせん比也野  
8（日）13時半～　 講演会「黒田官兵衛生誕地・黒田の里」 　西脇市黒田庄町 黒っこプラザ 　講師：歴史研究家鈴木幸治さん　◆28-2121 
10（火）10時～　アトリエシリーズ「地歩を固めた作家たち」荒木田和美展（絵画）～29（日）　西脇市上比延町 岡之山美術館　月曜休館　◆23-6223
11（水）19時～　 あまゆーずSeptember Nightほっこりコンサート 　多可町八千代区中野間 八千代プラザ大ホール 　1,000円　高校生以下500円　◆37-0588藤田 

11（水）19時～　 加杉野経営塾『勇往邁進  夢へ向かってばく進中』 　西脇市西脇 西脇経済センタービル　講師 :齋藤公志郞さん（カリカチュアアーティスト）　◆22-3901西脇青年会議所　
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の2品）昼食 黒


